


















　野村康先生の「環境政治セミナー」では、毎年後期は、タイトルを少し離れて「社会科学の方法論」を

テーマにしています。

　「日本の大学（院）での方法論教育は、指導教員の得意分野を引き継いで学んでいくスタイルが多いと

思いますが、欧米では方法論教育が体系化されており、幅広く学びつつ自分のスタイルを確立していく形

がポピュラーです。日本でも留学生や社会人など、学生の背景や進路・ニーズが多様化していることを考え

ると、体系的・包括的に教える必要があるのではないかと思い、このゼミでもそれを意識しています」と野村

先生。

　ゼミは、第一回目にリーディング・リストが渡され、毎週異なる本や論文を読んでいくというスタイル。それ

を通して、複数のリサーチ・デザインやデータ収集の手法を、社会科学における認識論という考え方に沿っ

て体系的に学び、「研究の問い」に答えを導き出すための力をつけていきます。

　こうした多様な手法やリサーチ・デザインをまとめて学べるゼミはあまりなく、その上、英語対応科目という

ことで、留学生や他研究科からの参加者が多いのも特徴です。学期の最後には、ゼミで学んだことを踏ま

えて、各自の研究計画を発表する機会を設けていることもあり、全員が自分の研究に結び付けて熱心に

学んでいます。「それぞれが今後、研究者としてだけでなく、政府機関・企業等における仕事の一環として

調査を行う際にも、さまざまな手法やリサーチ・デザインが役立つのではないか」と野村先生は語ります。

日本でも留学生や社会人など、学生の背景や進路・ニーズが多様化していることを考え本 も 学 社 人 ど 生 背 や 路 ー が 化 て を

ると、体系的・包括的に教える必要があるのではないかる 体 的 包 え 必 が の は か

多様な手法やリサーチ・デザインをまとめて学べるゼミはあまりなく、その上、英語対応科目という多 な 法 サ チ ザ ン と る ミ ま の 、 語 科 と

ことで、留学生や他研究科からの参加者が多いので 学 や 研 科 の 加 が い
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